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はじめに 

姶良カルデラ形成噴火(AT 噴火)は，約 3万年前 (Smith et al., 2013)に姶良カルデラで
発生した超巨大噴火である．AT 噴火の巨大さ故に『姶良カルデラの火山活動＝AT 噴火』
と印象づけられるが，AT噴火に先立つ 10–3万年前には，姶良カルデラ周辺に噴火口が推
定される大規模噴火が複数回発生している(長岡ほか, 2001 など）．超巨大噴火に先行する
火山噴出物は，カルデラ火山における多様な火山活動の理解において重要な研究対象であ
るとともに，超巨大噴火に向けた準備過程を明らかにする上でも重要である． 
本研究では，AT 噴火に先行する姶良カルデラの火山活動のうち，毛梨野テフラ(長岡, 

1984)を噴出した噴火（毛梨野噴火）を研究対象とした．毛梨野噴火は 30 cal ka BP (奥野, 
2002）に発生した噴火であり，姶良カルデラにおける AT 噴火直近の火山活動である(長
岡ほか, 2001)．毛梨野テフラは霧島市国分城山北方の小盆地付近が給源と推定され（長岡, 
1984; Nagaoka, 1988），給源近傍では火砕サージ堆積物をはじめとする複雑な層相，遠方
では降下軽石と灰白色火山豆石を含むガラス質降下火山灰層である(長岡, 1984; 長岡ほか, 
2001）．また，火山豆石を含むベースサージ堆積物やマグマの急冷による黒曜石片を含ん
だ爆発角礫層の存在から，毛梨野噴火は小規模なマグマ水蒸気噴火であったと推定されて
いる（長岡, 1984）．しかし，各地点における毛梨野テフラの層相や構成物の記載は地点柱
状図の情報に留まり，テフラの堆積過程や噴火推移を解釈するために重要となる情報（各
地点におけるテフラの層相や噴出物に含まれる粒子の形状，構成粒子の種類など）は残さ
れていない．以上の背景から，毛梨野噴火の推移復元に向けた火山地質学的記載の蓄積を
目的として，本研究を実施した．  

 
調査方法 

 本研究では，先行研究で報告されている毛梨野テフラの露頭や層相を確認すること，毛
梨野テフラ各層における層厚や構成物について定量的な地質記載を行うことを目的に，国
分平野周辺における野外調査を実施した．調査地点は，長岡(1984)，Nagaoka(1988)，長
岡ほか(2001)，および内村ほか(2014)をもとに決定した．  
 野外調査では，各調査地点における露頭全体の地質記載を行った後に，先行研究の記載
に基づいてテフラの同定を行った．次に，毛梨野テフラと考えられる堆積物中の構成物や
内部構造に着目したユニット区分を行い，各ユニットに含まれる粒子の種類や形状を記載
した．また，特異な岩相が観察された地点（後述の角礫濃集層）では，露頭から試料採取
を行った．採取した試料は実験室で水洗，乾燥した後，短径 1 cm 以上（中礫～大礫サイ
ズ）の試料について観察を行った． 



結果および今後の展望 

 本研究で実施した調査地点のうち，国分平野周辺の 5 地点において，毛梨野テフラに対
比されると考えられる火山噴出物を記載することができた．全ての地点において，テフラ
基底部には礫支持の軽石層が認められ，その上位に火山豆石が多量に含まれる細粒火山灰
層が堆積する．国分平野北部（国分重久周辺）の露頭では細粒火山灰層の上部に礫支持の
軽石層が認められるが，南部（国分城山周辺）では確認できなかった．また，国分平野北
方の露頭において，層厚 250 cm以上の毛梨野テフラが認められた．以上の堆積物は毛梨
野テフラ遠方相に対応するものだと考えられるが，テフラ上部のユニット対比に課題が残
る．今後，国分平野南部から北部に至る地点での地質記載や堆積様式の検討を行うこと
で，毛梨野テフラ遠方相の側方変化を明らかにする必要がある． 
また，国分城山北方（県道 471 号線沿い）において，角礫が濃集する特異な層相を示す

露頭を記載した．本露頭では，未固結の火山灰を基質とする堆積物中に多量の角礫が含ま
れており，径 2 m 以上の凝灰岩質巨礫も認められる．角礫の大半は火山岩片であり，数
mm大の斜長石斑晶を特徴的に含む黒～灰色の溶岩片や本質物質と考えられる白色軽石が
主な構成物である．火山岩片の中には，ガラス光沢を示す黒曜岩も認められた．また，角
礫濃集層には少量の堆積岩片が含まれており，細礫～中礫サイズの軽石や石質岩片を多量
に含む凝灰岩，シルト岩，砂岩が観察された．以上の記載的特徴は，長岡 (1984) で『爆
発角礫層』として記載された毛梨野テフラ近傍相とよく一致する．今後，角礫濃集層の基
質部を構成する火山灰の形状観察や化学分析を実施して，毛梨野テフラ遠方相に含まれる
火山ガラスや軽石粒子と比較することで，本研究で記載した角礫濃集層と毛梨野テフラの
対比について検討する必要がある．また，角礫濃集部を構成する礫種の量比を定量的に調
べるとともに，角礫の薄片観察や化学分析を実施することで，角礫と周辺地質の対応関係
や角礫濃集層の成因について考察を進める予定である．  
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